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（ ）

千円 94,861 千円

千円 94,861 千円

財源合計 87,024 千円 79,906 千円 82,312

千円

その他特財の内容

一般財源 87,024 千円 79,906 千円 82,312

千円 千円

その他特財
千円 千円 千円

千円

国県支出金の内容

地方債 千円 千円

94,861 千円

財源

内訳

国県支出金
千円 千円 千円

人 19,412 千円

総事業費 87,024 千円 79,906 千円 82,312 千円

千円 2.6 人 17,760 千円 2.9

242 千円

人件費合計 2.5 人 14,530 千円 2.5 人 14,223

0.2 人 720 千円 0.2 人

千円

臨時職員等 1.0 人 3,730 千円 1.0 人 3,423 千円

人 17,040 千円 2.7 人 19,170千円 1.5 人 10,800 千円 2.4

千円 75,449 千円

事業費内訳
（2018年度分）

臨時職員賃金・交通費3,423,998円
通知書印刷費・消耗品等349,997円
がん検診コールセンター電話料等427,652円
がん検診委託料64,904,500円

人
件
費

担当正職員 1.5 人 10,800

事業費合計 72,494 千円 65,683 千円 64,552

事業内容

関連事業
（同一目的事業等）

香取市特定健康診査・後期高齢者医療健康診査

コ
ス
ト

2019年度（予算） 2018年度（決算見込） 2017年度（決算） 2016年度（決算）

事
業
費

％

実施方法

■直接実施

■業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：公益法人ちば県民保健予防財団、一般社団法人
日本健康倶楽部　）

□補助金〔直接・間接〕（補助先： 　　実施主体： ）

□貸付（貸付先： ）□その他（ ）

目　的
（何のために）

がんの早期発見、早期治療のため、各種がん検診を実施、市民の健康を守る。

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

４０歳以上の市民（乳がん検診は３０歳以上、子宮がん検診に
ついては２０歳以上の女性・前立腺がん検診については５０歳
以上の男性）（医療を受けているものを除く）

対象者数（全住民に対する割合）

人

１．周知方法
・受診勧奨通知過去２年の内検診を受けた方及び年齢到達者に対して勧奨通知等発送
・広報、ホームページ・健康づくりだよりによる周知
・電話案内　がん検診コールセンターを設置し検診の申込等について案内を行っている
２．実施方法
・胃がん検診・大腸がん検診（５月～７月）集団検診　２種同時実施
・乳がん検診（７月～８月）集団検診
・子宮がん検診（１０月～１２月）集団検診
・肺がん検診・前立腺がん検診　特定検診（集団）と同時実施
・前立腺がん検診　特定検診（個別）と同時実施
・個人負担金を徴収
３．結果通知
・検査結果はすべての受診者に通知
・要精密検査必要者に対して結果通知とともに精密検査受診書類を郵送している。なお、結
果通知後、一定期間を過ぎて、精密検査受診状況の不明者について勧奨通知および電話など
で把握に努めている。

事業内容
（手段、手法など）

事務区分 ■自治事務 □法定受託事務 作成責任者 高木　章

実施の背景
現在、日本では新たにがんにかかる人は６０万人、死亡者は年間３０万人を超え、死亡原因の主な原
因とされています。しかし、診断と治療の進歩により、早期発見、早期治療が可能となってきました。医
療技術の向上により、がんの死亡率を減少させる確実な方法として検診が行われています。

各種（胃・大腸・肺・乳・子宮・前立腺）がん検診事業 担当局・部名 福祉健康部

根拠法令等 健康増進法（平成14年法律第103号）第19条の2 担当課･係名 健康づくり課・保健予防班

事業シート（概要説明書）

予算事業名 がん検診事業 事業開始年度 昭和57年度以前

上位施策事業名

事業番号５ がん検診事業 ２０１９年度

ここから成果指標を導きます。
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事業シート（概要説明書）

予算事業名 がん検診事業 事業開始年度 昭和57年度以前

事業番号５ がん検診事業 ２０１９年度

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

　対象者については、医療を受け受診中の方や、自己負担または雇用先の福利厚生で検診をうけるなど
不明な方がいるため、実質的にどの程度の方が検診未受診者であるか受診率では把握できていないのが
現状です。したがって、広報やホームページ、勧奨通知などの掲載内容を工夫し周知を図っていくこと
が課題となっています。
 各種がん検診の申込開始から一定期間、臨時職員を雇用し対応していますが、今後さらに申込などが

スムーズにできるようにすることも課題の１つです。
がん検診の実施方法としては、基本的には集団検診で行っています。集団検診は、低価格で多くの方

の検診を効率的に実施できます。検診日程は設定した期間が何日かあるのでその中で選択できます。ま
た土曜日も受診日を設定しています。日程を限定する女性のがん検診については、検診指定日の変更が
できる仕組みになっています。他の市町村では個別検診を実施しているところもありますが、検診機関
が充実していることが必要です。現状として市内、または、近隣に検診実施機関が少ない状況にありま
す。また、１人当たりのコストが大幅に上がることで自己負担額や市が負担する費用が大幅に上昇する
ことが想定されます。
　現在の検診は、最少の正規職員配置で、臨時職員を効率的に雇用し低価格の業務委託により、当地域
の対象者や検診医療機関の状況に対応し実施していると考えます。

前立腺がん検診受診数 人

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

特記事項

3463/10645 4413/111973605/10645

単位 2018年度 2017年度

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

がんの早期発見、早期治療を促す

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 2016年度

 大腸がん発見者数

 大腸がん検診受診者数 人 5861/27810

3509/30516　胃がん検診受診者数 人 2966/27810 3096/27810

41,793

2016年度

単位当たりコスト ／

事
業
実
績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位 2018年度 2017年度

勧奨通知 通 40,588 41,420

人 5406/27810 5319/27810 5721/30516

　平成29年度調査
・胃がん検診（X線）個別検診県内10/54市町村平均単価約14,000円  香取市3,996円
・大腸がん検診　個別検診　習志野市2,574円市川市2,095円　松戸市6,091円　香取市1,045円
・肺がん検診  個別検診　県内13/54市町村　平均単価　約3,200円　  香取市1,250円
・子宮がん検診　個別検診　多古町6,500円　匝瑳市6,220円　銚子市5,760円　香取市4,212円
・乳がん検診(マンモ) 個別　多古町6,500円　匝瑳市6,069円　銚子市7,315円　香取市3,780円
個別検診自己負担額平均　胃がん検診2,300円、大腸がん検診570円、肺がん検診590円、
子宮がん検診1,430円、乳がん1,335円

 乳がん検診受診者数 人 6220/17455 6236/17455 6490/19986

子宮がん検診受診者数 人 4358/18406 4429/18406

活動実績

　胃がん発見者数 人 2 4 4

4660/21178

6050/27810 6569/30516

 肺がん検診受診者数

人 6 6 7

 肺がん発見者数 人 4 0 1

14 10 8

子宮がん発見者数 人 0 5 2

前立腺がん発見者数 人 16 7 24

 乳がん発見者数 人

他自治体のみならず、国や都道府県、民間との比較も必要に応じて記載。
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